
36 

鳥取県特定希少野生動植物カラスガイ Cristaria plicata 保全の取組

（第2報） 

【水環境室】 

森 明寛、盛山 哲郎、政井 咲更美、成岡 朋弘＊1 

 

１ はじめに 

 イシガイ目二枚貝は多くの種がその生息域及び生息

数を減少させている(1) (2) 。このうちイシガイ目のカラ

スガイ Cristaria plicata は、環境省レッドリスト

2020において絶滅危惧ⅠB類（EN）に指定されている
(3) 。鳥取県でも本種は生息地が限定され、個体数も少

ない状況が続いており、県の絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）及

び特定希少野生動植物に指定されている(4) 。特に生息

地の1つであった湖山池では2012年に始まった高塩分

化によって湖内で絶滅したと報告されている(4) (5) 。

一方、湖山池流域内のため池（以下、「自生地ため池」

という。）ではカラスガイの生存が確認されており、こ

れらの個体群も含めて流域内での保全を進めている。

まずは個体数を増やすため、昨年度に続いてこれらの

成貝から人工的に稚貝を生産し、新規個体の加入を試

みた。併せて、生息地のリスク分散に向けて、同流域

内において生息可能な新たな水域の探査を行ったので

その概要を報告する。なお、カラスガイの取扱いにあ

たり、事前に鳥取県希少野生動植物の保護に関する条

例の手続きを行ったうえで実施した。 

 

2 方法 

2.1 2016 年度産カラスガイの殻長変化 

 自生地ため池で保全している 2016 年度産のカラス

ガイ21 個体について、2023年5, 9, 12月に殻長を計

測した。なお、個体は流亡を防ぐため砂を敷いたプラ

スチック製カゴに入れ、同ため池内で飼育した。 

 

2.2 稚貝生産 

 カラスガイの稚貝生産にはグロキディウム幼生が

寄生する宿主魚が必要である。宿主魚には宮本ら

（2015）の方法(2) を参考にウキゴリ Gymnogobius 

urotaenia 及びゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus 

を供した。2023 年 12 月に自生地ため池直下の河川に

生息するウキゴリ 11 尾及びゴクラクハゼ 1 尾を採取

し、実験室内の水槽のゲージ内で飼育した。次に、同

年12月25日、自生地ため池に生息する成貝からグロ

キディウム幼生を採取した。採取した幼生は容器内で

宿主魚に一定時間接触させた後、宿主魚を水槽内のゲ

ージに戻して飼育した。宿主魚への給餌は1～2日に1

回の頻度で市販の冷凍赤虫を与えた。ゲージの底面に

はシャーレを置いて脱落する稚貝を採取し、顕微鏡下

で1日毎に計数した。脱落稚貝はパスツールピペット

で分離し、飼育水を入れた2Lビーカー内に投入して室

温で飼育した。飼育水には自生地ため池の水を供し、

ビーカー内の飼育水は常時エアレーションを行った。 

また、2022 年度に生産した稚貝については、2023

年4月5日から同年9月28日まで実験室内の10L水槽

で飼育した。飼育水には自生地ため池の水を用い、同

様に常時エアレーションを行った。その後、砂を敷い

たプラスチック製カゴを自生地ため池に静置し、カゴ

内に稚貝を移して飼育を続けた。 

 

2.3 生息可能な新たな水域の探査 

 湖山池周辺でカラスガイが生息可能な水域を検討す

るため、湖山池周辺に位置し、かつ、上流域から常に

淡水の供給が見込まれる4つの水路及び河川の河口部

（図1, A-D地点）を候補地とした。各地点では、河床

に電気伝導率ロガー（HOBO, U24）を固定し、2023年7

月12 日～9月5 日まで塩分及び水温を連続観測した。

また、グロキディウム幼生が寄生するための宿主魚の

図1 水域探査の調査地点 
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存在を確認するため、2024年2 月15 日～16 日にかけ

て、同地点にカゴ網を設置し、魚類調査を行った。 

 

3 結果及び考察 

3.1 2016 年度産カラスガイの殻長変化 

 自生地ため池で飼育している 2016 年度産カラスガ

イ21個体の殻長変化を図2に示す。2019年6月の平

均殻長36.4 mm に対して、2023 年 12月には平均殻長

113.9 mmまで成長した。各年とも夏季を中心に殻長が

大きくなり、冬季にはほとんど成長が見られなかった。 

 

3.2 稚貝生産 

2023年度の稚貝生産試験において、宿主魚から脱落

した稚貝数の推移を図3に示す。脱落稚貝数は寄生後

15日目でピークを迎え、期間中で2,188個体の稚貝を

生産した。また、2022年度に生産した977個体の稚貝

は、ため池飼育に移行する時点で150個体が生残（生

残率15.4 %）し、平均殻長は13.4 mm（最大31.9 mm、

最小3.8 mm）であった。 

 

3.3 生息可能な新たな水域の探査 

調査期間中の各水路・河川の水質変化を図4に示す。

各地点の期間中の水温は20.5～27.4 ℃（地点A）、19.0

～28.9 ℃（地点B）、20.2～32.9 ℃（地点C）、19.0

～29.8 ℃（地点D）と地点Cでは30℃を超えることが

多く見られた。また、塩分の範囲はそれぞれ 0.01～

0.28 PSU（地点A）、0.01～0.17 PSU（地点B）、0.03

～4.09 PSU（地点C）、0.09～4.73 PSU（地点D）であ

った。伊藤ら（2016）の室内での塩分耐性実験 6) では

8 PSU 以下での生存が確認されていることから、いず

れの地点も生育可能な塩分範囲であると考えられる。

ただし、地点C及びDでは急激に変化する状況が度々

観測されたことから、湖内の塩水が水路及び河川に侵

入しやすい環境であることが示唆され、塩分環境の変

化には留意が必要である。また、魚類調査では地点 B

でスジエビPalaemon paucidens が捕獲されたのみで、

全地点で宿主魚は確認できず、今回の調査では十分な

情報は得られなかった。自然環境下での稚貝生産には、

カラスガイの妊卵時期となる晩秋から早春に宿主魚の

存在が必要であり、今後もこれらの視点を持ちながら、

継続して放流先を検討する予定としている。 
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図2 2016年度産カラスガイの殻長変化 
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図4 各水路・河川の水質の変化 
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図3 宿主魚から脱落した稚貝数の推移 
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